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Abstract

Yusho, a mass food poisoning incident that occurred in western Japan in 1968, was caused by
ingestion of rice bran oil contaminated with various dioxins and dioxin-like compounds such as
polychlorinated biphenyls, polychlorinated dibenzo-p-dioxins, and polychlorinated dibenzofurans.
Annual medical examinations by the Yusho group revealed that Yusho patients had been suffering
from various symptoms over the years after the Yusho outbreak. Although most of the previous
surveys focused on physical symptoms, medical history (symptoms and patient-reported diseases), and
laboratory tests such as blood tests, the Yusho Group surveyed the subjective health status and
concerns of Yusho patients as free descriptions, with the cooperation of the Ministry of Health, Labor
andWelfare. In the present study, we conducted a text analysis using the free descriptions focusing on
the health conditions and concerns of Yusho patientsʼ children. The results of the text analysis showed
that black, oil, atopy, and rhinitis were typical words for Yusho patients. Black and atopy were words
related to baby/gum and skin, respectively.

Key words : Yusho, text mining, free text answer

は じ め に

油症は，1968年に九州北部を中心として西日本

で広く発生したダイオキシン類による食品中毒事

件である1)2)．発生当初，polychlorinated biphe-

nyl（PCB）が原因と考えられていたが，後に主た

る原因はダイオキシン類の一つである2,3,4,7,8-

Pentachlorodibenzofuran（PeCDF）であることが

明らかとなった3)~5)．

毎年，油症検診として血液検査を含めた油症患

者の健康状態の調査が行われ，様々な症状や疾患

とダイオキシン濃度との関連が報告されてい
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る6)7)．2008年にはカネミ油症患者の健康実態に

関するアンケート調査8)（以下，「患者実態調査」

とする）が実施され，自覚症状や健康状態に関す

る心配事等の調査も実施されている．我々の研究

チームは，患者実態調査の結果を分析し一般成人

を対象とした調査結果と比較し，油症患者の健康

状態（症状）の特性を報告した9)10)．しかしなが

ら，患者実態調査に含まれていた健康状態に関す

る心配事等の自由記載回答に関しては詳細な分析

は行われてこなかった．本研究では，患者実態調

査における自由記載項目を対象として，油症患者

と一般成人の健康意識に関するアンケート調査を

比較し，油症患者の特性を解析することを目的と

した．

対象および方法

2008年に，患者実態調査8) が実施されているが，

自由記載欄の分析は十分には行われておらず，比

較対象となる調査もない．そこで本研究では，患

者実態調査における油症患者の回答内容（自由記

載）を分析するとともに，一般成人を対象とした

アンケート調査を実施し，分析結果を比較した．

1．対象および倫理面への配慮

2008年度に実施された患者実態調査における

自由記載回答と 2019 年度に実施した一般成人を

対象としたウェブアンケート調査における自由記

載回答を本研究の分析対象とした．本研究は奈良

県立医科大学倫理審査委員会の承認を得て実施し

た（承認番号 335-3）．

2．患者実態調査

2007 年 4 月 24日時点で生存している認定患者

および 2008年度に新たに認定された計 1,420名

のうち，所在不明者等を除いた 1,331名の油症患

者を調査対象として，2008年度に実施された郵送

アンケート調査「患者実態調査」の結果を用いた．

調査への回答者は 1,131名（回収率 85.0％）であ

るが，調査員等が返送された調査票の内容を確認

し，必要に応じて回答者あるいはかかりつけ医等

に照会して回答内容を補足している．

調査項目「あなたのお子さんについて，出生時

から現在までの健康上の問題があれば教えてくだ

さい」に対する自由記載内容が確認できたものを

本研究における分析対象データとした．分析対象

となる子の認定状況によって認定患者群と未認定

患者群に区分して，それぞれの回答をテキスト分

析した．

3．一般成人に対する調査

比較対象として，一般成人を対象としたウェブ

アンケート調査を実施した．調査対象は，ネット

リサーチ等を実施している㈱マクロミルのモニ

ターに登録されている 25歳から 65歳未満の一般

成人男女とした．各年齢階級（10歳毎）で男女均

等に割り付けた 1,648名を抽出し，2019 年 12 月

にウェブ上でアンケート調査を実施した．調査項

目は患者実態調査の設問項目をベースとして，自

由記載形式での回答を求めた．患者実態調査と同

様にテキスト分析を行った．

4．テキスト分析

患者実態調査における「お子さんについて，出

生時から現在までの健康上の問題」に関する自由

記載内容に関して，テキスト分析を行った．一般

成人を対象として実施したウェブアンケート調査

では，同様に「お子さん」の健康上の問題に関す

る自由記載内容のテキスト分析を行った．分析は

フリーソフトである KH Coder311) を用いて実施

し，それぞれの調査における頻出語，共起ネット

ワークを用いた分析を行い，健康上の問題や心配

事に関する両調査の違いを比較した．

共起ネットワークの対象となる単語の最小出現

数は 10 とし，描画する共起関係を強いものに絞

り込むために Jaccard係数を用いた12)．なお，共

起ネットワークは「出現パターンの似通った語，

すなわち共起の程度が強い語を線で結んだネット

ワーク」であり，単に語が近くに布置されている

ということではなく，線で結ばれていることが強

い共起関係を示す12)．さらに，KWICコンコーダ

ンス機能を用いて特徴的な単語がどのような文脈

の中で使用されているか確認した．

結 果

1．患者実態調査におけるテキスト分析結果

患者実態調査における「お子さん」に関する回

答数は 2,248人であった．生年月日の記載に不備

があった 4名を除外した 2,244人を対象に，子の
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認定状況を確認したところ認定状況記載欄の記入

が無いものが 200人分あったためこれらを除外し

た．自由記載欄への記入が確認できた 1,076人を

本研究での分析対象とした．対象者を認定患者群

と未認定患者群に区分したところ，認定患者群が

351人，未認定患者群が 725人であった．

対象者全体（認定患者群と未認定患者群）での

上位にランクされた頻出語として，「元気」：131，

「皮膚」：124，「アトピー」：97，「弱い」：94，「病

院」：88，「油」：84，「黒い」：71，「鼻炎」：69回記

載されていた．認定患者群と未認定患者群別に品

詞ごとの頻出語を表 1 と 2 にそれぞれ示す．認定

患者群において頻出語の上位として，「元気」，

「油」，「病院」，「黒い」，「歯（歯茎）」の順であっ

た．一方，未認定患者群においては，「皮膚」，「出

る」，「アトピー」，「元気」，「弱い」であった．

共起ネットワークでみると，認定患者群におい

ては，「黒い」は「赤ちゃん」や「歯茎」，「続く」

と関連が高く，「体」は「弱い」と関連が高かった

（図 1）．未認定患者群においては，「皮膚」は「ア

トピー」，「弱い」は「体」と関連が大きかった（図

2）．主となる単語のネットワークは認定患者群で

14個，未認定患者群で 8個であった．

認定患者群に特徴的な単語として，「黒い」が使

用されている文脈を KWICコンコーダンス機能

を用いて確認した代表例を表 3（認定患者群）と

表 4（未認定患者群）に示す．

2．一般成人を対象とした調査におけるテキス

ト分析結果

一般成人を対象に実施したウェブ調査において

子ども有の割合は 61.8％（1,019名）であった．

この 1,019名を対象に，「お子さんの健康上の問

題や心配事」に関する自由記載内容をテキスト分

析したところ，頻出語として「健康」，「心配」，「病

気」，「自分」，「子ども」が上位にランクされてい

た．油症患者実態調査の未認定患者群において頻

度が高かった「アトピー」や「アレルギー」，「喘

息」の出現数はそれぞれ 2回，10回，9回であっ

た．

共起ネットワークでみると認定患者群，未認定

患者群とは異なり，特徴的な単語の出現は見られ

なかった（図 3）．油症認定患者群では「油」や

「黒い」等が特徴的に上位にランクされていたが，

一般成人に対する調査ではいずれの単語も上位に

はランクされず，これらの単語は油症認定患者群

の回答に特徴的なものであった．

考 察

本研究において，油症患者実態調査における

「お子さんについて，出生時から現在までの健康

上の問題」に関する自由記載内容のテキスト分析

を行ったところ，「黒い」や「油」等の油症患者群

で特徴的な単語の頻出が見られた．また，共起

ネットワークからも，油症認定患者群および未認

定患者群でそれぞれの健康状態や心配事に対する

内容が描き出されており，具体的で特徴的な単語

の関連が読み取れる．

油症患者が子世代に対して感じてきた健康状態

に対する心配事等の傾向が表されており，一般成

人を対象とした調査結果の傾向とは明らかに異

なっていた．「黒い」や「油」は一般成人を対象と

した調査では見られておらず，油症患者の健康状

態や感じている不安・心配事が反映されていると

考えられる．なお，「黒い」に関しては，認定患者

と未認定患者間で出現順位に差がみられていた．

図 1 から 3に示す共起ネットワークでは，強い

共起関係の単語が太い実線で示されており，点線

で結ばれるものは実線で結ばれるものに比べ弱い

関係を示している．また，出現数の多い単語の円

は大きく表されており，円の大きさがその単語の

出現数を示している．これまでの油症研究で指摘

されてきた症状や疾患等に関連する単語（「腹痛」，

「腰痛」，「便秘」，「吹き出物」等）の関係が描き出

されているだけでなく，日常生活に関連した単語，

例えば「仕事」，「学校」，「生活」，「病院」等も出

現頻度が比較的高く，いくつかのネットワークを

形成している．さらに「結婚」や「離婚」等の単

語もみられている点では，心配事や不安が健康面

だけでなく，社会生活面にも及んでいることも考

えられる．一方，一般成人を対象とした調査では

特定の症状や疾患に対する心配事ではなく，食生

活や事故などの日常に関するものがみられている．

油症研究班での研究が進むにつれて，ダイオキ

シン類による生体への影響や頻度の高い疾患や症

状が明らかとなってきた7)13)．また，ダイオキシ

ン類の生体内半減期の変化14)15) や母子間でのダ

イオキシン類濃度の研究16)，さらには次世代への
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状分泌物・結膜炎・⻭茎が ⿊い ・永久⻭が⽣えるのが
喘息、嘔吐、腹痛、肌が ⿊い 、下痢症状多し。１５
術⏎発症当時⽖が変形し ⿊く なった   元気に過ごして
疲れやすい。◇⽖は少し ⿊かっ た。体や顔にも吹き出
脂⾎症がある。◇⻭茎が ⿊く 、全⾝にでこぼこ⿊ニ

遠となってきた。◇⻭茎が ⿊く 、⾍⻭になりやすかっ
脂⾎症がある。◇⻭茎が ⿊く 、⿊ニキビがでこぼこ

遠になってきた。◇⻭茎が ⿊く 、⾍⻭になりやすかっ
油を⾷べてから、⿐上が ⿊く なりました。それから
     離婚◇⽪膚が ⿊い ⏎⽖、⻭茎が⿊かった  

◇⽪膚が⿊い⏎⽖、⻭茎が ⿊かっ た⏎眼が⼆重に⾒える  
ができやすい◇⽖、⻭茎が ⿊かっ た⏎眼が⼆重に⾒える  

を⾷べてから、⿐の上が ⿊く なりました。それから
ミの油を⾷べてから⿐上 ⿊く なりました。それから

⼦〜⽣まれた時、⽖が ⿊かっ た。⏎孫〜⽣まれてす
したが、油症発⽣当時に ⿊い ニキビや⼿⾜の⽖が⼜
や⼿⾜の⽖が⼜⻭茎等が ⿊く なりどうしたのか⼼配
び顔がたくさん出来て、 ⿊い しみも出来、⼦供なが

表 1 認定患者群における上位頻出語（度数）

順位 名詞 動詞 形容詞 形容動詞

1 油 51 出る 29 黒い 45 元気 61

2 病院 45 思う 28 やすい 31 健康 20

3 歯（歯茎） 39 生まれる 28 弱い 27 大変 10

4 入院 33 言う 25 痛い 26 困難 8

5 体 33 行く 20 悪い 25 不安 8

表 2 未認定患者群における上位頻出語（度数）

順位 名詞 動詞 形容詞 形容動詞

1 皮膚 100 出る 95 弱い 67 元気 70

2 アトピー 87 生まれる 45 悪い 40 異常 24

3 鼻炎 61 言う 39 小さい 30 不明 23

4 アレルギー 59 受ける 31 多い 29 健康 13

5 喘息 52 引く 28 黒い 26 普通 11

表 3 KWICコンコーダンス 認定患者群における「黒」

の例

表 4 KWICコンコーダンス 未認定患者群における

「黒」の例

ていない。◇当時⽖が ⿊く なっていた⏎料理の
肢に腺を引いたように ⿊く なっていた。
下が線を引いたように ⿊く なっていた。（⺟親
があった。当時⻭茎が ⿊く 、⽖が⿊くなってい
当時⻭茎が⿊く、⽖が ⿊く なっていた

      ⽪膚が ⿊く なる。発症前・・・
⽣まれたときから肌が ⿊かっ た。保育器に⼊るこ
かに⽐べてはだが少し ⿊い ⏎貧⾎、⻭並びが悪
なってから⻭茎の⾊が ⿊く なってきた。◇偏頭

⾊が ⿊かっ た。◇⼩さい頃は⼩
につれて⼼配◇背中に ⿊い あせものような吹き
ーター症候群◇背中に ⿊い あせものような吹き
息・⽪膚の⾊が異常に ⿊い 。熱が出やすい。・

・偏頭痛 ・⽪膚が ⿊い ・⼦供の頃、⿐⾎が
54年の出産時、 ⿊い ⼦で⽣まれた。⏎結

知的障害児   ⿊い ⾚ちゃん。⺟乳。⽣
⽣まれた時⽩かったが ⿊い ⼦供になった。⺟乳
中頚膿胞の疑い。肌が ⿊い ので気になっていま
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図 1 認定患者群における共起ネットワーク

図 2 未認定患者群における共起ネットワーク



影響に関する基礎的な研究成果も報告されてい

る17)．これらの成果に加えて，これまで十分な分

析が行われてこなかった患者実態調査における自

由記載回答を分析しその傾向を明らかにした点で，

本研究は意義のある研究であると考えられる．

本研究にはいくつかの研究の限界が含まれる．

一つ目として，患者実態調査結果の分析において

は，同一回答者が複数の子に対して同じ記載を行

うケースも存在しており，出現頻度の順位に対し

て多少影響していると考えられる．二つ目として，

生年月日を加味した組み合わせでの分析は行って

いない．油症発生年である 1968年を基準に発生

前後での子の誕生日で追加区分して分析を行うと

本研究結果とは異なる傾向が出ることも考えられ

る．三つ目として，本研究では一般成人を対象と

したウェブ調査を実施し患者実態調査結果と比較

したが，両調査の実施時期と実施方法に違いがあ

る．ウェブ調査の対象となった一般成人は，調査

会社へのモニター登録者であり，全国から抽出さ

れた回答者がインターネットを介してアンケート

調査票に回答している．抽出を九州地区あるいは

西日本地区とすれば多少は傾向が変わったかもし

れない．しかしながら本研究で実施した一般成人

から西日本地区の居住者だけに絞って分析した場

合でも患者実態調査の結果とは明らかな傾向の違

いがみられたため，影響は少ないと考えられる．

結 語

油症患者の健康実態に関するアンケート調査に

おける自由記載回答を分析したところ，「黒い」や

「油」等が頻出語として上位に位置していた．認

定患者群では「黒い」が「赤ちゃん」，「歯茎」と

関連が大きく，未認定患者群では「肌」と関連が

見られた．一般成人を対象とした調査結果と比較

したところ，これらの頻出語は油症実態調査に特

徴的であった．
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